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第６回復興町民会議 開催結果概要 

 

１． 開催日時・場所 

平成 26年 9月 3日（水）１８時～１８時５５分 

開発総合センター ２階 大集会室 

 

２．会議次第 

① 開会 

② 議題 

(1) 大島町復興計画案について 

(2) その他 

 

３．会議における協議事項等 

１）復興計画案への意見 

・「復興の柱１ 被災者生活再建支援」の「方針①被災者への資金等の支援」に「被災者の公的

義務の免除も積極的に推進していく」ということを入れるべきである。 

 

２）復興計画案への質問 

 ・「復興の柱１ 被災者生活再建支援」の「方針①被災者への資金等の支援」に「さまざまな既

存制度を適切に運用」することは行政として当たり前のことであり、あえて記載するのは過去

に適切な運用ができなかった反省をふまえてのことか。 

 ・「復興の柱１ 被災者生活再建支援」の「方針①被災者への資金等の支援」には、使用できな

い状態の被災家屋の固定資産税の全額免除は入っているか。 

 ・「復興の柱１ 被災者生活再建支援」の「方針①被災者への資金等の支援」の「中長期的な視

点から新たな支援策を検討し」の中長期的視点とは、今後５年、１０年、２０年の間、支援策

を検討しつつ支援していくということか。 

 ・「復興の柱１ 被災者生活再建支援」の「方針①被災者への資金等の支援」の前期では、既存

制度が適用できない被災者への支援はどのように考えているか。 

 ・「復興の柱１ 被災者生活再建支援」の「方針①被災者への資金等の支援」の「1-1-2 子ども

たちへの就学支援」は収入制限などを想定しているか。また、災害遺児でなくても、両親がい

ても対象となるか。 

 ・「復興の柱４ 防災まちづくりの強化」の課題に「被災した地域以外にも、土砂災害の危険性

が高い地域があることを配慮して、長期的には安心・安全を実現する土地利用を目指す」とあ

るが、具体的にはどんなことを考えているか。新規に建築する際に規制する考え方か。 

 ・元町地区の新しい組織の設置と、元町地区にかかる主な施策の「Ｍ―2－5 復興まちづくりを

推進する組織の継続」との関連がどうなっているか。 

 

３）具体的な要望 

 ・「復興の柱４ 防災まちづくりの強化」の主な施策「4-5-4 避難所施設の新規整備」では、パ
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ーティション用のレールの設置やバリアフリー化など、長期避難に対応した整備をしてほしい。 

 ・「５ 復興の推進体制」では、元町地区の復興まちづくりの推進組織は個人の状況には配慮し

つつ、原則として他地区の方も集めて構成メンバーを考えてほしい。 

 

４）分科会の開催について 

・各分科会で復興計画案の該当する部分について検討し、次回の町民会議で報告することとなっ

た。 


